平成26年度高次脳機能障がい地域支援ネットワーク支援強化事業（案）
1． 圏域別ネットワーク会議等
１）H25年度に「地域支援ネットワーク体制整備事業」の委託契約をした協力機関
・三島圏域（医療法人　光愛会　けあほーむ　はばたき　まつかわⅠ）
　　　・北河内圏域（社会福祉法人　大阪府肢体不自由者協会　交野自立センター）

　　　・中河内圏域（医療法人　永広会　八尾はぁとふる病院）

　　　・泉州圏域（医療法人　大植会　葛城病院）

　
２）H26年度に「地域支援ネットワーク体制整備事業」の委託契約をした協力機関
　　　・南河内圏域（社会福祉法人　大阪府障害者福祉事業団）

　　　　　　　　　　⇒本格的なネットワーク構築に向けた支援を強化する。
　

３）未整備の圏域

・豊能圏域　　⇒委託にむけた事業者の開拓はもちろんのこと、核となる作業部会の設置にむけた支援を強化し、平成２７年度からの委託にむけて強力に推進する。
　

４）大阪府が行う圏域
・大阪市圏域　⇒拠点機関（障がい者医療・リハビリテーションセンター）の所在地であり、引き続き拠点機関を中心に、大阪市とネットワーク会議の内容等を協議しながら総合的に進めていく。
　※堺市圏域については、堺市がH23年度より事業委託、ネットワーク会議を主催しており、大阪府は協力を行う。

　
2． 全体会議（１回）：各圏域の地域ネット拠点協力機関からの事業報告にあてる

　①　各圏域での取り組み状況を報告し、府内の支援ネットワーク情報を共有する。

　②　各圏域ごとの高次脳機能障がい地域支援に関する地域診断を行い、自立支援会議に結びつける。

③　ネットワーク事業の委託も含め、今後の地域支援に向けて高次脳機能障がいのネットワークの方向性について議論する。
３．各圏域意見交換会等の実施

各圏域の中核機関（委託先）同士の連携強化を図るため全体会議の開催のほか、各圏域輪番制とした意見交換会（研修会）を定期的に実施する。

また、各圏域の作業部会等に積極的に参加し、今後、取り組むべき課題等の情報収集を行う。

⇒そこから浮き彫りとなった課題等について、平成27年度以降の事業展開につなげる。
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